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暮
ら
し お知らせ

information

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
年
金
生
活
者
支
援
給
付
制
度
に

便
乗
し
た
詐
欺
に
注
意

　
昨
年
10
月
よ
り
始
ま
っ
た
年
金

生
活
者
支
援
給
付
金
制
度
に
便
乗

し
、
厚
生
労
働
省
、
日
本
年
金
機

構
を
名
乗
る
人
か
ら
、「
年
金
生

活
者
支
援
給
付
金
の
振
込
口
座
が

使
え
な
い
た
め
、
新
し
い
口
座
番

号
、
暗
証
番
号
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
い
う
不
審

な
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
事
例
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
生
の
節
目
と
な
る

新
し
い
季
節
で
す
。

忘
れ
ら
れ
な
い
春
に

な
る
。

　
厚
生
労
働
省
や
日
本
年
金
機
構

で
は
、
電
話
で
お
客
さ
ん
の
口
座

番
号
、
暗
証
番
号
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
な
ど
を
聞
く
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ
て

も
、
口
座
番
号
な
ど
の
個
人
情
報

を
答
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
年
金
相
談
な
ど
は
予
約
を
！

　
日
本
年
金
機
構
の
全
国
の
年
金

事
務
所
で
は
、
年
金
相
談
や
年
金

請
求
手
続
き
に
つ
い
て
、「
事
前

予
約
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
予
約

専
用
受
付
電
話（
☎
０
５
７
０

－

05

－

４
８
９
０
）
へ
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。
予
約
相
談
日
の
１
か

月
前
か
ら
前
日
ま
で
受
付
し
て
い

ま
す
。
申
し
込
み
の
と
き
は
、
基

礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の
を
用

意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

室
蘭
年
金
事
務

所
（
お
客
様
相
談
室
）
（
☎

0
1
4
3

－

50

－

1
0
0
4
）

／
住
民
課
住
民
・
戸
籍
年
金
グ

ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
2
）

　

銀
行
の
偽
サ
イ
ト
に
誘
導
す

る
ド
コ
モ
を
装
っ
た
S
M
S

（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー

ビ
ス
）
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
S
M
S
本
文
中
に
記
載
の

U
R
L
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
偽
サ

イ
ト
に
つ
な
が
り
、
d
ア
カ
ウ
ン

ト
の
I
D
／
パ
ス
ワ
ー
ド
や
銀

行
口
座
の
ロ
グ
イ
ン
情
報
を
要
求

さ
れ
て
入
力
し
て
し
ま
い
、
不
正

利
用
さ
れ
て
し
ま
っ
た
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
d
ア
カ
ウ
ン
ト

で
は
銀
行
口
座
設
定
を
利
用
し
た

本
人
確
認
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

S
M
S
本
文
は
、「
d
ア
カ
ウ

ン
ト
や
ｄ
カ
ー
ド
な
ど
で
不
正
利

用
が
あ
っ
た
」
な
ど
と
読
み
手

の
不
安
を
あ
お
り
、
リ
ン
ク
先

U
R
L
へ
の
性
急
な
ア
ク
セ
ス
を

促
す
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
次
の
点

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
心
あ
た
り
の
な
い
S
M
S
や

不
安
を
あ
お
る
よ
う
な
内
容
の

S
M
S
は
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
詐
欺
を

疑
い
、
ド
コ
モ
公
式
の
U
R
L

か
ど
う
か
確
認
し
、
万
が
一
ア
ク

セ
ス
し
て
し
ま
っ
た
と
し
て
も
個

人
情
報
を
入
力
し
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

・「
d
o
c
o
m
o
」
の
文
字
列

の
含
ま
れ
た
U
R
L
で
あ
っ
て

も
ア
ク
セ
ス
す
る
前
に
、
ド
コ
モ

公
式
の
U
R
L
か
ど
う
か
必
ず

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

産
業
振
興
課
水
産・
商

工
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
5
）

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
申

請
・
使
用
は
お
済
で
す
か

　
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が
家
計

に
与
え
る
影
響
を
緩
和
す
る
と
と

も
に
、
地
域
の
消
費
を
下
支
え
す

る
た
め
に
、住
民
税
非
課
税
世
帯・

子
育
て
世
帯
向
け
に
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

申
請
・
使
用
期
限
が
迫
っ
て
い
ま

す
の
で
、
購
入
を
考
え
て
い
る
人

や
商
品
券
を
持
っ
て
い
る
人
は
早

め
に
申
請
・
使
用
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
申
請
期
限︵
住
民
税
非
課
税
世

帯
の
人
の
み
）　

２
月
28
日（
金
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
対
象
と

思
わ
れ
る
人
に
は
申
請
案
内
文
を

郵
送
し
て
い
ま
す
の
で
、
購
入
を

希
望
さ
れ
る
人
は
早
め
に
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
申
請
先　
洞
爺
湖
町
役
場
健
康

福
祉
課
・
洞
爺
総
合
支
所
・
洞
爺

湖
温
泉
支
所

トガシスタジオ　洞爺湖町入江 21番地　
☎ 76-5311

入
学
入
学

卒
業
卒
業

銀
行
の
偽
サ
イ
ト
に
誘
導
す
る

ド
コ
モ
を
装
っ
た
　
　
　
に
注
意

S
M
S



冬
道
に
お
け
る
交
通
事
故
の

防
止

伊
達
警
察
署
か
ら
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運転免許更新時講習日程
場所　だて歴史の杜カルチャーセンター
■２月
優良（30分）
21日（金）13：30～　25日（火）13：30～
一般（60分）
25日（火）14：30～
違反（120分）
21日（金）14：30～
初回（120分）
17日（月）18：30～

■３月
優良（30分）
２日（月）18：30～　10日（火）13：30～
一般（60分）
２日（月）19：30～　10日（火）14：30～
違反（120分）
５日（木）18：30～
初回（120分）
13日（金）13：30～

お知らせ
①
余
裕
を
持
っ
た
運
転
を

■
販
売
期
限　

２
月
28
日（
金
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
洞
爺
湖

町
商
工
会
で
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
を
販
売
し
て
い
ま
す
の
で
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
購
入
引
換
券

を
持
っ
て
い
る
人
は
早
め
に
購
入

く
だ
さ
い
。

■
使
用
期
限　

２
月
29
日（
土
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
有
効
期

限
を
過
ぎ
た
商
品
券
は
無
効
と
な

り
ま
す
の
で
、
商
品
券
を
持
っ
て

い
る
人
は
期
限
ま
で
に
使
用
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
福

祉
・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
1
）

　
冬
道
は
天
候
状
況
や
積
雪
に
よ

る
渋
滞
が
発
生
す
る
な
ど
到
着
す

る
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

目
的
地
ま
で
の
天
気
や
道
路
状
況

を
事
前
に
把
握
し
て
、
時
間
に
余

裕
を
持
っ
て
出
発
し
ま
し
ょ
う
。

②
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
と
慎
重
な
運

転
を

　
冬
道
で
は
、
ス
リ
ッ
プ
に
よ
る

正
面
衝
突
の
交
通
死
亡
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ

ン
と
路
面
状
況
に
あ
わ
せ
た
慎
重

な
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　
伊
達
警
察
署（
☎
22

－

0
1
1
0
）

令和元年度有珠山噴火防災訓練のお知らせ
　本年３月 31日で、2000年有珠山噴火から 20年の節
目を迎え、20年から 30年周期で繰り返し噴火してい
ることを考えると、次期噴火は確実に迫っているもの
と思われます。
　このことから、住民の防災意識の高揚を図るととも
に、職員も 2000年有珠山噴火対応の経験者が年々減

少していることから、今回の訓練を通じて、知識や経
験を伝えることを目的に実施します。
　また、この訓練に合わせて、同日に洞爺湖文化セン
ターで、防災講演会をはじめとする関連イベントも開
催しますので、町民皆さんの参加をお願いします。
　なお、詳細については、来月の回覧で確認ください。

防災訓練 関連イベント
■日　時　３月 25日（水）９時～
■内　容 町から発令される「避難指示（緊急）」をもと
に、防災行政無線や緊急速報メール、車両広報、コミュ
ニティ FMなどにより避難情報を伝達します。
　対象となる地区の皆さんは、自家用車により避難所へ
移動していただきますが、移動手段を持たない人は、一
時集合場所からバスなどに乗車して避難所に移動してい
ただきます。
　ただし、伊達の避難所に向かう自治会の人※は、避難道
路を確認してもらうため、原則、バスに乗車してください。

■日　時　３月 25日（水）訓練終了後
■場　所　洞爺湖文化センター
＜イベント＞
・防災講演会　「次の有珠山噴火に向けた取組み」
講師　北海道大学　青山准教授

※詳細については、来月の回覧などでお知します。

・写真展示やビデ
オ放映　防災関係
機関や企業による
ブース出展
・活動や防災資機
材の紹介

　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
、
利

用
料
金
を
改
定
し
ま
す
。
ま
た
、

西
い
ぶ
り
広
域
連
合
げ
ん
き
館

ペ
ト
ト
ル
か
ら
の
お
知
ら
せ

行
　
政

ア
イ
ヌ
政
策
推
進
交
付
金
の
活

用
︵
令
和
元
年
度
︶
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
旧
虻
田
町
の
初

代
名
誉
町
民
の
白
井
柳
治
郎

（
1
8
8
2
年
～
1
9
6
6
年
）

さ
ん
の
想
い
で
あ
っ
た
ア
イ
ヌ
民

族
の
地
位
向
上
や
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
ア
イ
ヌ
政
策
推
進

交
付
金
を
活
用
し
、
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

■
実
施
事
業　
ア
イ
ヌ
民
族
共
生

拠
点
施
設
整
備
事
業（
本
町
生
活

館
解
体
実
施
設
計
及
び
解
体
工

事
・
ア
イ
ヌ
民
族
共
生
拠
点
施
設

新
築
工
事
設
計
業
務
）

■
問
合
せ　
企
画
防
災
課
企
画
グ

ル
ー
プ（
☎
74

－

3
0
0
4
）

混
雑
時
の
時
間
交
代
制（
最
大
90

分
）
を
導
入
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
西
い
ぶ
り
広
域
連

合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

w
w

w
.union.nishi-iburi.

lg.jp/

）
を
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

西
い
ぶ
り
広
域

連
合（
☎
0
1
4
3

－

59

－

0
7
0
5
）
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募
　
集

　
相
続
手
続
き
、
遺
言
書
の
作
成

や
、
契
約
手
続
き
、
ま
た
官
公
署

に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
事
前
の
予
約
は
不
要
で
す
。

相
　
談

「
行
政
に
関
わ
る
く
ら
し

の
無
料
相
談
会
」
開
催

自
衛
隊
募
集

■
募
集
種
目　
①
予
備
自
衛
官
補

（
一
般
）②
予
備
自
衛
官
補（
技
能
）

■
資
　
格　
①
18
歳
以
上
34
歳
未

満
の
男
女
②
18
歳
以
上
で
国
家
資

格
な
ど
を
有
す
る
人

■
受
付
期
間　
①
②
～
４
月
10
日

（
金
）

■
試
験
日　
①
②
４
月
18
日（
土
）

～
22
日（
水
）（
い
ず
れ
か
１
日
）

■
問
合
せ　

防
衛
省
自
衛
隊
札

幌
地
方
協
力
本
部
室
蘭
地
域

事
務
所（
☎
0
1
4
3－

44－

9
5
3
3
）

無
料
法
律
相
談
会
開
催

　
金
銭
、
相
続
、
夫
婦
間
、
交
通

事
故
、
消
費
者
問
題
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
必
ず
２
日
前
の
17
時
ま
で
に
事

前
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
定
員（
３
人
）に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

■
日
　
時　

①
２
月
20
日（
木
）

②
３
月
５
日（
木
）
13
時
30
分
～

15
時

■
場
　
所　
①
洞
爺
湖
町
役
場
②

観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

■
担
　
当　
①
池
田
翔
一
弁
護
士

（
池
田
翔
一
法
律
事
務
所
）
②
本

間
寛
菜
弁
護
士（
北
海
道
み
ら
い

法
律
事
務
所
）

■
問
合
せ
　
住
民
課
住
民
・
戸

籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74－

3
0
0
２
）

■
日
　
時　
２
月
15
日（
土
）、
３

月
21
日（
土
）
９
時
30
分
～
12
時

■
場
　
所　
赤
川
集
会
所

■
問
合
せ　

北
海
道
行
政
書
士

会
室
蘭
支
部（
☎
76

－

３
５
３
８　

担
当
後
藤
）
／
住
民
課
住
民
・

戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ（
☎
74

－

３
０
０
２
）

洞爺湖町国民保護計画（修正案）の意見（パブリックコメント）募集
　洞爺湖町国民保護計画は、武力攻撃事態などの際、国
の方針に基づき、町が国・北海道・他の市町村や関係機関
などと連携・協力して、迅速・的確に住民の避難や救助な
どを行うことができるようにあらかじめ定めるものです。
　武力攻撃に対し、洞爺湖町が警報の伝達や避難誘導、
救助などを的確・円滑に行い、町民の生命や身体、財産
を保護し、被害を最小にすることを目的としています。
　町では、「武力攻撃事態等における国民保護のための措

置に関する法律（国民保護法）」に基づき、平成 19年６
月に「洞爺湖町国民保護計画」を策定しましたが、策定
からこれまでの間に改正された法律、国の国民保護に関
する基本方針、北海道国民保護計画の変更などを踏まえ
て、現行の洞爺湖町国民保護計画の修正作業を進めてい
ます。
　このたび洞爺湖町国民保護計画の修正案を取りまとめ
ましたので、内容を確認の上、皆さんの意見をお寄せく
ださい。

計画（原案）
洞爺湖町役場企画防災課、洞爺総合支所、洞爺湖温泉支
所で閲覧できます。また、町ホームページからも閲覧で
きます。

対象者
・町内に住所を有する人
・町内に事務所または事業所を有する個人や法人その他
団体
・町内に存する事務所または事業所に勤務する人
・町内に存する学校に在学する人
・上記に掲げる人のほか、パブリックコメント制度にか
かる政策などに利害関係を有すると認められる人

意見の対応
皆さんからの意見は、国民保護計画策定の参考とします。
後日意見の概要と、その内容に対する町の対応を取りま
とめ、公表します。意見に対する個別の回答はしません
ので、了承ください。

提出期限
令和２年３月 16日（月）必着

意見提出方法
洞爺湖町国民保護計画（修正案）を閲覧の上、意見募集用
紙か任意の様式に必要事項（住所・名前）と本件への意見
を記入し、企画防災課へ提出（郵送やファックス、電子メ
－ル、または直接持参）してください。
※電話での意見は受け付けません。

問合せ・意見提出先
〒 049-5692　洞爺湖町栄町 58番地　洞爺湖町役場総
務部企画防災課防災グループ（☎ 74-3004／ FAX74-
2121／　　bousai@town.toyako.hokkaido.jp）



故阿部啓子さん
■１月９日死去■ 71歳■遺族は長谷川欽彦さん■虻７区

広報とうやこ　2020 年２月13

お知らせ

子
ど
も
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

相
談
窓
口

  心からおくやみ
　　　　　　申し上げます 

故松田ヱセさん
■ 12月 28日死去■ 89歳■遺族は昭さん■入１区

故池田捷枝さん
■ 12月 27日死去■ 97歳■遺族は嘉明さん■虻５区

故金山マツヱさん
■ 12月８日死去■ 94歳■遺族は由加里さん■入１区

故佐藤捨男さん
■ 12月 16日死去■ 89歳■遺族は政利さん■入１区

故堤侯雄さん
■ 12月 17日死去■ 67歳■遺族は敬子さん■洞第６

故今野武也さん
■ 12月 17日死去■ 98歳■遺族は進さん■虻５区

12月20日から１月19日届出分

　窓口へ届出があり、広報紙への掲載を承諾
した人を掲載しています。

内う
ち
う
ら

浦
湾
の
波
荒
あ
ら
と
冬
鷗

　
　
　
　
　
　

佐
藤
美
風　

枯
菊
に
ま
た
咲
く
思
い
根
に
託
す

　
　
　
　

小
笠
原
勇　
　
　

孫
子
よ
り
米
寿
の
句
集
冬
ぬ
く
し

　
　
　

矢
野
知
子　
　
　

子
ら
と
ゐ
て
時
に
子
と
な
り
お
正
月

菅
原
敏
子　
　
　
　

咲
き
き
れ
ぬ
悔
い
を
残
し
て
冬
薔
薇

　
　
　
　

千
葉
征
子　
　
　

わ
た
し
の
う
た

あ
ぷ
た
俳
句
会　

１
月
定
例
会

故日当満さん
■１月１日死去■ 71歳■遺族は由香梨さん■入１区

　
い
じ
め
や
不
登
校
、
体
罰
な
ど

の
学
校
教
育
に
関
す
る
悩
み
、
子

育
て
・
し
つ
け
な
ど
家
庭
教
育
に

関
す
る
悩
み
な
ど
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
電
話
相
談

☎
０
１
２
０－

３
８
８
2－

56

（
無
料
、
毎
日
24
時
間
対
応
）

◆
メ
ー
ル
相
談

doken-sodan@
hokkaido-c.

ed.jp

※
急
ぎ
の
場
合
は
電
話
相
談
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
来
所
相
談

■
時
　
間

10
時
～
16
時（
土
日・

祝
日
、
年
末
年
始
は
休
み
）

■
場
　
所　
子
ど
も
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
（
札
幌
市
中
央
区
北
３
条

西
７
丁
目
道
庁
別
館
８
階
）

※
電
話
相
談
で
予
約
し
て
く
だ
さ

い
。寄

　
付

　
善
意
の
ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

●
社
会
福
祉
協
議
会

▽
匿
名
は
3
、
2
4
8
円

▽
匿
名
は
20
万
円

▽
匿
名
は
15
万
円

▽
匿
名
は
10
万
円

▽
匿
名
は
10
万
円

＜

歳
末
助
け
合
い
寄
付
金＞

▽
民
生
委
員
・
児
童
委
員
一
同
は

３
万
８
千
円

▽
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
管
理
職

は
６
千
円

▽
連
合
洞
爺
湖
支
部
は
３
万
円

▽
伊
達
遊
技
場
組
合
は
５
万
円

＜

寄
附
物
品＞

▽
佐
藤
壽
さ
ん
（
泉
区
）

▽
佐
々
木
弘
子
さ
ん
（
入
１
区
）

▽
坂
上
昭
郎
さ
ん
（
入
４
区
）

▽
岩
倉
三
紀
さ
ん
（
虻
４
区
）

▽
後
藤
保
子
さ
ん
（
入
４
区
）

▽
大
平
洋
敬
さ
ん
（
月
浦
区
）

▽
下
妻
未
乃
さ
ん
（
温
３
区
）

▽
洞
爺
湖
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
・

火
山
科
学
館

▽
虻
田
郵
便
局

12
月
26
日
、
洞
爺
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ（
洞
爺
L
C
、佐
藤
義
昭
会

長
）
が
、
洞
爺
湖
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
、
福
祉
基
金
と
し
て
５
万

円
の
寄
付
と
併
せ
て
、
会
員
が
集

め
た
古
切
手
１
、9
6
7
枚
、未
使

用
の
タ
オ
ル
1
1
8
本
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

　
佐
藤
会
長
は
洞
爺
湖
町
社
会
福

祉
協
議
会
を
訪
れ
、
福
井
政
吉
会

長
に「
福
祉
活
動
に
利
用
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
、手
渡
し
ま
し
た
。

洞
爺
L
C

社
協
に
現
金
と
タ
オ
ル
寄
贈

福井会長（左）に寄付金の福井会長（左）に寄付金の
目録を手渡す佐藤会長（右）目録を手渡す佐藤会長（右）

お
詫
び
と
訂
正

　
１
月
号
心
か
ら
お
く
や
み
申
し

上
げ
ま
す
の
欄
で「
故
長
澤
清
子

さ
ん
」
の
名
前
に
間
違
い
が
あ
り

ま
し
た
。
正
し
く
は「
故
長
浜
清

子
さ
ん
」
で
す
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

故遠藤仲子さん
■ 12月 20日死去■ 93歳■遺族は秀男さん■虻２区
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